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(54)【発明の名称】 光源装置及び電子内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  小型でありながら可視光及び励起光を射出可
能な光源装置，及びこの光源装置を備えた電子内視鏡装
置を、提供する。
【解決手段】  白色光源部２１から発せられた光は、集
光レンズＣ１により集光されることにより収束光として
射出され、Ｂ光，Ｇ光及びＲ光，並びに参照光に変換さ
れて、プリズム２６に入射する。励起光源部２２から発
せられた光は、集光レンズＣ２により集光されることに
より収束光として射出され、そのうちの励起光が抽出さ
れて、プリズム２６へ入射する。プリズム２６は、順
に、Ｂ光，Ｇ光及びＲ光を透過させ、励起光を反射さ
せ、参照光を透過させる。プリズム２６から順次射出さ
れたＢ光，Ｇ光，Ｒ光，励起光，及び参照光は、ライト
ガイド１３へ入射する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】可視光及び生体の自家蛍光を励起させる励
起光のうちの一方を、第１の収束光として射出する第１
の光源部と、
前記第１の収束光の光路上における所定点へ向けて、前
記可視光及び励起光のうちの他方を、第２の収束光とし
て射出する第２の光源部と、
前記第１の収束光を通過させて被検体に対する照明用の
照明光学系へ入射させるとともに、前記第２の収束光を
その光路が前記第１の収束光の光路と一致するように反
射させて、前記照明光学系へ入射させる光結合部と、
前記可視光及び励起光を、交互に、前記光結合部へ入射
させる切換機構とを備えたことを特徴とする光源装置。
【請求項２】前記照明光学系は、ファイババンドルを有
し、
前記第１の光源部は、可視光及び励起光のうちの一方を
発する第１光源と、該第１光源から発せられた光を前記
ファイババンドルの端面で収束するように集光させる第
１の集光光学系とを、有し、
前記第２の光源部は、前記可視光及び励起光のうちの他
方を発する第２光源と、該第２光源から発せられた光を
前記ファイババンドルの端面で収束するように集光させ
る第２の集光光学系とを、有することを特徴とする請求
項１記載の光源装置。
【請求項３】前記第１の集光光学系は、前記第１光源及
び前記光結合部間に配置され、
前記第２の集光光学系は、前記第２光源及び前記光結合
部間に配置されたことを特徴とする請求項２記載の光源
装置。
【請求項４】入射した光を導くとともに被検体へ向けて
射出する照明光学系と、
可視光及び生体の自家蛍光を励起させる励起光のうちの
一方を、第１の収束光として射出する第１の光源部と、
前記第１の収束光の光路上における所定点へ向けて、前
記可視光及び励起光のうちの他方を、第２の収束光とし
て射出する第２の光源部と、
前記第１の収束光を通過させて前記照明光学系へ入射さ
せるとともに、前記第２の収束光をその光路が前記第１
の収束光の光路と一致するように反射させて前記照明光
学系へ入射させる光結合部と、
前記可視光及び励起光を、交互に、前記光結合部へ入射
させる切換機構と、
前記被検体表面からの光のうちの励起光以外の成分を収
束させて、この被検体表面の像を形成する対物光学系
と、
前記対物光学系によって形成された被検体表面の像を撮
像して画像信号に変換する撮像素子と、
前記撮像素子により取得された画像信号のうち、前記照
明光学系に可視光が導かれている期間に対応する部分に
基づいて通常画像データを生成し、前記照明光学系に励*
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*起光が導かれている期間に対応する部分に基づいて蛍光
画像データを生成する画像処理部とを備えたことを特徴
とする電子内視鏡装置。
【請求項５】前記照明光学系は、ファイババンドルを有
し、
前記第１の光源部は、可視光及び励起光のうちの一方を
発する第１光源と、該第１光源から発せられた光を前記
ファイババンドルの端面で収束するように集光させる第
１の集光光学系とを、有し、
前記第２の光源部は、前記可視光及び励起光のうちの他
方を発する第２光源と、該第２光源から発せられた光を
前記ファイババンドルの端面で収束するように集光させ
る第２の集光光学系とを、有することを特徴とする請求
項４記載の電子内視鏡装置。
【請求項６】前記第１の集光光学系は、前記第１光源及
び前記光結合部間に配置され、
前記第２の集光光学系は、前記第２光源及び前記光結合
部間に配置されたことを特徴とする請求項５記載の電子
内視鏡装置。
【請求項７】前記画像処理部は、前記蛍光画像データの
うちの輝度値が所定範囲内である特定領域を抽出して、
この特定領域を示す診断用画像データを生成することを
特徴とする請求項４乃至６のいずれかに記載の電子内視
鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、生体から発せられ
る自家蛍光に基づいて体腔内を撮像して、生体が正常で
あるか異常であるかの診断に供される画像データを取得
する電子内視鏡装置及びその光源装置に、関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、所定条件下の生体組織から発せら
れる蛍光（自家蛍光）を利用して生体組織に生じた異状
を検出する蛍光診断用の電子内視鏡装置が、開発されて
きている。この自家蛍光とは、紫外光等の励起光の照射
下で、生体組織自体から発せられるものである。なお、
この自家蛍光の緑光領域の強度は生体の異常部位(腫
瘍，癌)の方が正常部位よりも低いことが知られてい
る。
【０００３】この蛍光診断用の電子内視鏡装置は、被検
体を照明する照明光を発する光源ユニットを、備えてい
る。この光源ユニットは、通常の被検体像を撮像するた
めの可視光，及び，自家蛍光による被検体像を撮像する
ための励起光を、繰り返し射出する。
【０００４】図２８は、従来の光源ユニットを示す構成
図である。この光源ユニットは、白色光を平行光として
射出する白色光源部７１，及び，励起光の帯域を含む光
を平行光として射出する励起光源部７２を、有する。
【０００５】白色光源部７１から射出された白色光は、
赤外カットフィルタ７３によりその赤外帯域の成分が除
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かれ、絞り７４により光量調節されて、ＲＧＢホイール
７５に入射する。このＲＧＢホイール７５は、入射した
白色光を、青色光（Ｂ光），緑色光（Ｇ光），及び赤色
光（Ｒ光）に、順次、繰り返して変換する。ロータリシ
ャッタ７６は、ＲＧＢホイール７５から順次射出された
Ｂ光，Ｇ光，及びＲ光の１周期分を透過させた後、次の
１周期分を遮断する。
【０００６】一方、励起光源部７２から射出された光
は、絞り７７により光量調節されて、励起光ホイール７
８に入射する。励起光ホイール７８は、ロータリーシャ
ッタ７６が、Ｂ光，Ｇ光，Ｒ光を遮断している期間にの
み、励起光を透過させる。
【０００７】従って、プリズム７９には、Ｂ光，Ｇ光及
びＲ光，並びに励起光が、順次入射する。このプリズム
７９は、入射したＢ光，Ｇ光及びＲ光を順次透過させ、
入射した励起光を反射させる。そして、プリズム７９を
透過したＢ光，Ｇ光及びＲ光，並びに，プリズム７９に
より反射された励起光は、順次、集光レンズ８０に入射
する。集光レンズ８０は、入射したＢ光，Ｇ光，Ｒ光，
及び励起光を集光し、ライトガイド８１の基端へ入射さ
せる。
【０００８】すると、ライトガイド８０の先端からは、
Ｂ光，Ｇ光，Ｒ光，及び励起光が順次繰り返して射出さ
れる。そして、被検体がＢ光，Ｇ光，Ｒ光に照明された
期間に夫々取得された画像信号に基づき、被検体のカラ
ー画像が生成される。一方、被検体が励起光に照明され
た期間に取得された画像信号に基づき、被検体の蛍光画
像が得られる。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】上記のように、光源ユ
ニットは、可視光及び励起光を順次照射するために、可
視光用の白色光源部，及び，励起光用の励起光源部を備
えるとともに、射出された可視光と励起光とを、同一の
ライトガイドへ導かなければならない。
【００１０】従って、通常のカラー画像取得用の光源ユ
ニットに比べて、上記の蛍光診断用の光源ユニットは、
大型化してしまう。このため、上記の光源ユニットを備
えた電子内視鏡装置の設置及び取り扱いが、煩雑になっ
てしまう。
【００１１】そこで、小型でありながらも可視光及び励
起光を順次射出可能な光源装置（光源ユニット），及び
この光源装置を備えた電子内視鏡装置を提供すること
を、本発明の課題とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】本発明には、上記課題を
解決するために、以下のような構成を採用した。
【００１３】即ち、本発明による光源装置は、可視光及
び生体の自家蛍光を励起させる励起光のうちの一方を、
第１の収束光として射出する第１の光源部と、前記第１
の収束光の光路上における所定点へ向けて、前記可視光
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及び励起光のうちの他方を、第２の収束光として射出す
る第２の光源部と、前記第１の収束光を通過させて被検
体に対する照明用の照明光学系へ入射させるとともに、
前記第２の収束光をその光路が前記第１の収束光の光路
と一致するように反射させて、前記照明光学系へ入射さ
せる光結合部と、前記可視光及び励起光を、交互に、前
記光結合部へ入射させる切換機構とを、備えたことを特
徴としている。
【００１４】このように構成されると、両光源部から夫
々射出された可視光及び励起光は、いずれも、収束光と
して光結合部へ入射して、ライトガイドの基端近傍にて
収束する。このため、両光源部から光結合部までの距
離，及び，光結合部からライトガイドの基端までの距離
が、短くなる。従って、この光源装置，及びそれを備え
た電子内視鏡装置は、小型化する。
【００１５】なお、両光源部及びこれら光源部から射出
された光を照明光学系へ導く機構を備えた光源装置（光
源ユニット）は、独立した筐体内に格納されていてもよ
い。また、この光源ユニットは、画像処理部等とともに
共通の筐体内に格納されていてもよい。また、光結合部
は、プリズムであってもよく、ビームスプリッタやダイ
クロイックミラーであってもよい。
【００１６】なお、可視光及び励起光は、平行光として
射出された後に集光レンズにより集光されてもよい。ま
た、可視光及び励起光は、ランプから発せられた後に、
楕円面や球面等のリフレクタにより反射され、収束光と
して射出されてもよい。
【００１７】
【発明の実施の形態】以下、図面に基づいて本発明の一
実施形態を説明する。図１は、本実施形態による電子内
視鏡装置の概略構成図である。この図１に示されるよう
に、電子内視鏡装置は、電子内視鏡１，光源ユニット
２，ビデオプロセッサ３，パーソナルコンピュータ（Ｐ
Ｃ）４，及びモニタ５を、備えている。なお、ビデオプ
ロセッサ３及びＰＣ４は、画像処理部に相当する。
【００１８】電子内視鏡（以下、内視鏡と略記）１は、
生体内に挿入される可撓管状の挿入部を、有している。
但し、図１には、この内視鏡１の詳細な形状は、図示さ
れていない。この挿入部の先端には湾曲部が組み込まれ
ており、この湾曲部の先端には、硬質部材製の先端部が
固定されている。また、挿入部の基端には操作部が連結
されている。この操作部には、湾曲部を湾曲操作するた
めのダイヤル及び各種操作スイッチが、設けられてい
る。
【００１９】この内視鏡１の先端部には、少なくとも２
つの貫通孔が穿たれており、これら２つの貫通孔は、配
光レンズ１１及び対物レンズ１２が夫々填め込まれるこ
とにより、封止されている。さらに、内視鏡１は、ライ
トガイド１３を、有している。このライトガイド１３
は、マルチモード光ファイバが多数束ねられてなる光フ
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ァイババンドルである。そして、このライトガイド１３
は、その先端面が配光レンズ１１に対向した状態で、内
視鏡１内を引き通され、その基端を保持する図示せぬコ
ネクタが、光源ユニット２に対して着脱自在に接続され
ている。なお、図１には示されていないが、上述した図
示せぬコネクタにより、ライトガイド１３の基端面上
に、調整レンズ（図２の１３ａ）が取り付けられてい
る。なお、上記の配光レンズ１１及びライトガイド１３
は、照明光学系に相当する。
【００２０】さらに、内視鏡１は、励起光カットフィル
タ１４，及びＣＣＤエリアセンサである撮像素子１５
を、有している。この撮像素子１５の撮像面は、内視鏡
１の先端部が被検体に対向配置されたときに対物レンズ
１２が当該被検体像を結ぶ位置に、配置されている。励
起光カットフィルタ１４は、後述する励起光を遮断する
フィルタである。この励起光カットフィルタ１４は、対
物レンズ１２から撮像素子１５に至る光路中に挿入配置
されている。これら対物レンズ１２及び励起光カットフ
ィルタ１４は、対物光学系に相当する。
【００２１】図２は、光源ユニット２の構成図である。
この光源ユニット２は、白色光を射出する白色光源部２
１，及び，励起光を射出する励起光源部２２を、有す
る。なお、励起光とは、紫外光やその他の波長帯域の光
であり、生体組織を励起させて自家蛍光を生じさせるた
めのものである。
【００２２】白色光源部２１は、白色光を発するランプ
（第１光源）と、このランプから発せられた白色光を集
光して平行光として射出するリフレクタを有する。さら
に、この白色光源部２１は、赤外カットフィルタ２１ａ
を有する。図３は、赤外カットフィルタ２１ａの分光透
過特性を示すグラフである。この赤外カットフィルタ２
１ａは、リフレクタにより反射された白色光中の赤外帯
域の成分を遮断するとともに可視帯域の成分を透過させ
る。
【００２３】この赤外カットフィルタ２１ａを透過した
白色光の光路上には、順に、光量調節用の絞り２３，第
１の集光レンズＣ１，ＲＧＢホイール２４，参照光ホイ
ール２５，及びプリズム２６が、配置されている。な
お、プリズム２６は、光結合部に相当する。
【００２４】第１の集光レンズＣ１は、絞り２３を通過
した平行光を集光し、収束光として射出する。なお、第
１の集光レンズＣ１は、第１の集光光学系に相当する。
この集光レンズＣ１から射出された収束光の光路には、
ＲＧＢホイール２４及び参照光ホイール２５が、挿入さ
れている。なお、ＲＧＢホイール２４及び参照光ホイー
ル２５は、夫々、両モータ２４ａ，２５ａに連結されて
いる。
【００２５】図４は、ＲＧＢホイール２４を示す正面図
である。このＲＧＢホイール２４は、略円板状の外形を
有している。そして、このＲＧＢホイール２４には、そ
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の周方向に沿って、３つの開口が形成されている。これ
ら各開口は、ＲＧＢホイール２４におけるリング状の領
域に、等間隔で、相互に等しい形状に開けられている。
【００２６】これら各開口には、Ｂフィルタ２４１，Ｇ
フィルタ２４２，及びＲフィルタ２４３が、夫々填め込
まれている。Ｂフィルタ２４１は、青色帯域の光のみを
透過させるフィルタであり、その分光透過特性が図５に
示されている。Ｇフィルタ２４２は、緑色帯域の光のみ
を透過させるフィルタであり、その分光透過特性が図６
に示されている。Ｒフィルタ２４３は、赤色帯域の光の
みを透過させるフィルタであり、その分光透過特性が図
７に示されている。
【００２７】そして、ホイール２４は、モータ２４ａに
駆動されることにより、その中心軸を中心として回転す
る。このホイール２４は、回転したときに各フィルタ２
４１，２４２，２４３を集光レンズＣ１から射出された
白色光の光路中に順次挿入する位置に、配置されてい
る。
【００２８】図８は、参照光ホイール２５を示す正面図
である。この参照光ホイール２５は、略円板状の外形を
有している。そして、この参照光ホイール２５には、そ
の周方向に沿って、２つの開口が形成されている。これ
ら各開口は、参照光ホイール２５におけるリング状の領
域に、夫々開けられている。一方の開口は、参照光ホイ
ール２５の全周の１／６未満の領域に亘って、開けられ
ている。他方の開口は、参照光ホイール２５の略半周に
亘って、開けられている。
【００２９】この参照光ホイール２５の上記一方の開口
には、参照光フィルタ２５１が、填め込まれている。図
９は、この参照光フィルタ２５１の分光透過特性を示す
グラフである。この参照光フィルタ２５１は、赤色光の
うちの後述する参照光として利用可能な帯域の成分のみ
を、透過させる。なお、参照光ホイール２５の上記他方
の開口には、青色光（Ｂ光），緑色光（Ｇ光）及び赤色
光（Ｒ光）を透過させる透明板２５２が、填め込まれて
いる。
【００３０】そして、参照光ホイール２５は、モータ２
５ａに駆動されることにより、その中心軸を中心として
回転する。この参照光ホイール２５は、回転したときに
参照光フィルタ２５１及び透明板２５２を、ＲＧＢホイ
ール２４から射出された光の光路中に順に挿入する位置
に、配置されている。
【００３１】一方、励起光源部２２は、励起光として利
用可能な特定波長を含む所定帯域の光を発するランプ
（第２光源）と、このランプから発せられた光を集光し
て平行光として射出するリフレクタとを、有する。この
励起光源部２２のリフレクタから射出された光の光路上
には、順に、光量調節用の絞り２７，第２の集光レンズ
Ｃ２，及び励起光ホイール２８が、配置されている。
【００３２】第２の集光レンズＣ２は、絞り２７から射
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7
出された平行光を集光し、収束光として射出する。な
お、第２の集光レンズＣ２は、第２の集光光学系に相当
する。この集光レンズＣ２から射出された収束光の光路
には、励起光ホイール２８が、挿入されている。この励
起光ホイール２８は、モータ２８ａに連結されている。
【００３３】図１０は、励起光ホイール２８を示す正面
図である。この励起光ホイール２８は、略円板状の外形
を有している。そして、この励起光ホイール２８には、
その周方向に沿って、１つの開口が形成されている。こ
の開口は、励起光ホイール２８におけるリング状の領域
に、その全周の１／３未満の領域に亘って、開けられて
いる。
【００３４】この励起光ホイール２８の開口には、励起
光フィルタ２８１が、填め込まれている。図１１は、こ
の励起光フィルタ２８１の分光透過特性を示すグラフで
ある。この励起光フィルタ２８１は、集光レンズＣ２か
ら射出された光のうちの励起光として利用可能な特定波
長の成分のみを、透過させる。
【００３５】そして、励起光ホイール２８は、モータ２
８ａに駆動されることにより、その中心軸を中心として
回転する。この励起光ホイール２８は、回転したときに
励起光フィルタ２８１を、集光レンズＣ２から射出され
た光の光路中に間歇的に挿入する位置に、配置されてい
る。
【００３６】さらに、図１２に示されるように、光源ユ
ニット２は、ＰＣ４と接続された光源制御部２９を有し
ている。この光源制御部２９は、各モータ２４ａ，２５
ａ，２８ａと、夫々接続されている。そして、光源制御
部２９は、ＰＣ４から入力される同期信号に従い、これ
ら各モータ２４ａ，２５ａ，２８ａを制御して、ＲＧＢ
ホイール２４を等速回転させるとともに、参照光ホイー
ル２５及び励起光ホイール２８を、ＲＧＢホイール２４
の回転速度の半分の速度で、夫々回転させる。例えば、
ＲＧＢホイールは３０Ｈｚで回転し、参照光ホイール２
５及び励起光ホイール２８はいずれも１５Ｈｚで回転す
る。
【００３７】図１３は、切換機構として機能する各ホイ
ール２４，２５，２８の動作を示すタイミングチャート
である。ＲＧＢホイール２４は、参照光ホイール２５
が、その透明板２５２を光路中に挿入している間に、Ｂ
フィルタ２４１，Ｇフィルタ２４２，及びＲフィルタ２
４３を、順に光路中に挿入する。すると、集光レンズＣ
１から射出された白色光は、Ｂ光，Ｇ光，及びＲ光に順
次変換されて、参照光ホイール２５の透明板２５２を、
透過する。従って、参照光ホイール２５からは、Ｂ光，
Ｇ光，及びＲ光が、順次射出されて、プリズム２６へ向
かう。
【００３８】なお、参照光ホイール２５は、図８の反時
計方向へ回転する。このため、透明板２５２が光路から
退避した後、この参照光ホイール２５は、その全周の１
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／３に相当する期間、ＲＧＢホイール２４から射出され
た光を遮断する。即ち、この期間中、図１３に示される
ように、参照光ホイール２５は、ＲＧＢホイール２４か
ら射出されたＢ光及びＧ光を、遮断する。
【００３９】この参照光ホイール２５が、入射した光を
遮断している期間中、励起光ホイール２８は、その励起
光フィルタ２８１を光路中に挿入している。すると、集
光レンズＣ２から射出された光は、励起光に変換され
て、プリズム２６へ向かう。
【００４０】次に、参照光ホイール２５が、その参照光
フィルタ２５１を光路中に挿入すると、ＲＧＢホイール
２４は、そのＲフィルタ２４３を、光路中に挿入する。
このため、ＲＧＢホイール２４のＲフィルタ２４３から
射出されたＲ光は、参照光ホイール２５の参照光フィル
タ２５１に入射する。この参照光フィルタ２５１は、入
射したＲ光のうちの所定の成分のみを、参照光として射
出する。射出された参照光は、プリズム２６へ向かう。
【００４１】図１４は、プリズム２６周辺の構成を示す
拡大図である。このプリズム２６の反射面には、可視光
を透過させるともに励起光を反射させるコーティング２
６ａが、施されている。そして、参照光ホイール２５か
ら収束光として射出されたＢ光，Ｇ光，Ｒ光，及び参照
光は、夫々、プリズム２６を透過して、調整レンズ１３
ａへ向かう。この調整レンズ１３ａは、入射した収束光
をさらに屈折させて、ライトガイド１３の基端面に収束
させることにより、当該ライトガイド１３へ入射させ
る。そして、ライトガイド１３に入射した光は、その先
端面から射出され、配光レンズ１１により拡散されて、
内視鏡１先端に対向した被検体を照射する。
【００４２】一方、励起光ホイール２８から収束光とし
て射出された励起光は、プリズム２６の反射面により反
射されて、調整レンズ１３ａへ向かう。この調整レンズ
１３ａは、入射した収束光をさらに屈折させて、ライト
ガイド１３の基端面に収束させることにより、このライ
トガイド１３へ入射させる。そして、ライトガイド１３
に入射した励起光は、その先端面から射出され、配光レ
ンズ１１を介して被検体に照射される。
【００４３】従って、内視鏡１の配光レンズ１１から
は、Ｂ光，Ｇ光，Ｒ光，励起光，及び参照光が、この順
で繰り返し射出される。即ち、被検体は、Ｂ光，Ｇ光，
Ｒ光，励起光，及び参照光に、順次繰り返し照射され
る。
【００４４】そして、被検体を照射したＢ光，Ｇ光，及
びＲ光は、被検体により順次反射されて、対物レンズ１
２に入射する。この対物レンズ１２に入射したＢ光，Ｇ
光，及びＲ光は、順次、励起光カットフィルタ１４を透
過し、撮像素子１５の撮像面上に結像して被検体像を形
成する。この撮像素子１５は、形成された被検体像を画
像信号に変換して、信号線を介してビデオプロセッサ３
へ送信する。
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9
【００４５】一方、励起光の照射時には、この励起光が
照射された生体組織から、自家蛍光が発せられる。従っ
て、この自家蛍光，及び被検体表面で反射された励起光
が、対物レンズ１２に入射する。そして、励起光カット
フィルタ１４は、この対物レンズ１２に入射した自家蛍
光及び励起光のうち、自家蛍光のみを透過させる。励起
光カットフィルタ１４を透過した自家蛍光は、撮像素子
１５の撮像面上に結像して、被検体像を形成する。この
撮像素子１５は、形成された被検体像を画像信号に変換
して、信号線を介してビデオプロセッサ３へ送信する。
【００４６】そして、参照光の照射時には、この参照光
が被検体により反射されて、対物レンズ１２に入射す
る。この対物レンズ１２に入射した参照光は、励起光カ
ットフィルタ１４を透過し、撮像素子１５の撮像面上に
結像して被検体像を形成する。この撮像素子１５は、形
成された被検体像を画像信号に変換して、信号線を介し
てビデオプロセッサ３へ送信する。
【００４７】図１５は、ビデオプロセッサ３の回路構成
を示すブロック図である。このビデオプロセッサ３は、
スイッチＳＷ，第１のＡ／Ｄコンバータ３１，アンプ３
２，及び第２のＡ／Ｄコンバータ３３を、備えている。
【００４８】スイッチＳＷの入力端子は、信号線を介し
て内視鏡１の撮像素子１５に接続されている。一方、ス
イッチＳＷの一対の出力端子は、夫々、第１のＡ／Ｄコ
ンバータ３１及びアンプ３２に接続されている。そし
て、スイッチＳＷは、撮像素子１５から出力された画像
信号を、第１のＡ／Ｄコンバータ３１又はアンプ３２へ
送出する。このアンプ３２は、第２のＡ／Ｄコンバータ
３３に接続されている。従って、撮像素子１５からのア
ナログ画像信号は、第１のＡ／Ｄコンバータ３１へ入力
するか、又は、アンプ３２により増幅された後に第２の
Ａ／Ｄコンバータ３３へ入力する。これら両Ａ／Ｄコン
バータ３１，３３は、夫々、入力したアナログ画像信号
をデジタル画像信号に変換する。
【００４９】さらに、ビデオプロセッサ３は、Ｒメモリ
３４Ｒ，Ｇメモリ３４Ｇ，Ｂメモリ３４Ｂ，Ｆメモリ３
４Ｆ，及びＲｅｆメモリ３４Ｒｅｆ，並びに，スキャン
コンバータ３５を、有している。これらのうち各メモリ
３４Ｒ，３４Ｇ，３４Ｂ，３４Ｒｅｆの入力端子は、夫
々、Ａ／Ｄコンバータ３１に接続されている。また、メ
モリ３４Ｆの入力端子は、Ａ／Ｄコンバータ３３に接続
されている。そして、これら各メモリ３４Ｒ，３４Ｇ，
３４Ｂ，３４Ｆ，３４Ｒｅｆの出力端子は、いずれも、
スキャンコンバータ３５に接続されている。
【００５０】また、ビデオプロセッサ３は、マイクロコ
ンピュータ（ＭＩＣ）３６を有している。このＭＩＣ３
６は、スイッチＳＷ，アンプ３２，各メモリ３４Ｒ，３
４Ｇ，３４Ｂ，３４Ｆ，３４Ｒｅｆ，及びスキャンコン
バータ３５に、夫々接続されている。
【００５１】さらに、ＭＩＣ３６は、ＰＣ４，及び，光
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源ユニット２の光源制御部２９に、夫々接続されてい
る。そして、ＭＩＣ３６は、ＰＣ４から出力される同期
信号に従って、スイッチＳＷを制御する。即ち、励起光
ホイール２８の励起光フィルタ２８１が光路中に挿入さ
れている期間には、スイッチＳＷは画像信号をアンプ３
２へ送出し、それ以外の期間には、スイッチＳＷは画像
信号を第１のＡ／Ｄコンバータ３１へ送出する。
【００５２】そして、ＭＩＣ３６は、ＰＣ４から入力さ
れる同期信号に従って、両Ａ／Ｄコンバータ３１，３３
から順次出力されたデジタル画像信号を、各メモリ３４
Ｂ，３４Ｇ，３４Ｒ，３４Ｆ，３４Ｒｅｆに、格納させ
る。
【００５３】より具体的には、参照光ホイール２５の透
明板２５２が光路中に挿入されているとともに、ＲＧＢ
ホイール２４のＢフィルタ２４１が光路中に挿入されて
いる期間中に、Ａ／Ｄコンバータ３１から出力されたデ
ジタル画像信号が、メモリ３４Ｂに格納される。
【００５４】次に、参照光ホイール２５の透明板２５２
が光路中に挿入されているとともに、ＲＧＢホイール２
４のＧフィルタ２４２が光路中に挿入されている期間中
に、Ａ／Ｄコンバータ３１から出力されたデジタル画像
信号が、メモリ３４Ｇに格納される。
【００５５】次に、参照光ホイール２５の透明板２５２
が光路中に挿入されているとともに、ＲＧＢホイール２
４のＲフィルタ２４３が光路中に挿入されている期間中
に、Ａ／Ｄコンバータ３１から出力されたデジタル画像
信号が、メモリ３４Ｒに格納される。
【００５６】次に、励起光ホイール２８の励起光フィル
タ２８１が光路中に挿入されている期間中に、Ａ／Ｄコ
ンバータ３３から出力されたデジタル画像信号が、メモ
リ３４Ｆに格納される。
【００５７】次に、参照光ホイール２５の参照光２５１
が光路中に挿入されているとともに、ＲＧＢホイール２
４のＲフィルタ２４３が光路中に挿入されている期間中
に、Ａ／Ｄコンバータ３１から出力されたデジタル画像
信号が、メモリ３４Ｒｅｆに格納される。
【００５８】上記のように、各メモリ３４Ｂ，３４Ｇ，
３４Ｒ，３４Ｆ，３４Ｒｅｆには、被検体のＢ光による
像，Ｇ光による像，Ｒ光による像，自家蛍光による像，
参照光による像に夫々対応したデジタル画像信号が、順
次繰り返して格納されてゆく。
【００５９】そして、スキャンコンバータ３５は、ＰＣ
４から入力される同期信号に従って、各メモリ３４Ｒ，
３４Ｇ，３４Ｂ，３４Ｆ，３４Ｒｅｆに夫々格納された
各デジタル画像信号を読み出し、同期をとってＰＣ４へ
向けて出力する。なお、これら各メモリ３４Ｂ，３４
Ｇ，３４Ｒ，３４Ｆ，３４Ｒｅｆから順次読み出された
画像信号を、夫々、Ｂ画像信号，Ｇ画像信号，Ｒ画像信
号，Ｆ画像信号，及びＲｅｆ画像信号と、称する。
【００６０】図１６は、ＰＣ４を示す構成図である。こ
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11
のＰＣ４は、ＣＰＵ４１，ビデオキャプチャ４２，メモ
リ部４３，及びＶＲＡＭ４４を、有する。ＣＰＵ４１
は、ビデオキャプチャ４２，メモリ部４３，及びＶＲＡ
Ｍ４４に、夫々接続されている。さらに、ＣＰＵ４１
は、光源ユニット２の光源制御部２９，並びに，ビデオ
プロセッサ３のスキャンコンバータ３５及びＭＩＣ３６
に、夫々接続されている。
【００６１】ビデオキャプチャ４２は、ビデオプロセッ
サ３のスキャンコンバータ３５から出力されるＲ画像信
号，Ｇ画像信号，Ｂ画像信号，Ｆ画像信号，及びＲｅｆ
画像信号を、一旦蓄積し、ＣＰＵ４１からの指示に従っ
てメモリ部４３内に画像データとして格納する。このメ
モリ部４３は、ビデオキャプチャ４２から出力されたＲ
画像信号，Ｇ画像信号，及びＢ画像信を格納するメモリ
Ｍ１(ｍｅｍ＿ＲＧＢ)の領域，ビデオキャプチャ４２か
ら出力されたＦ画像信号を格納するメモリＭＦ(ｍｅｍ
＿Ｆ)の領域，後述する診断用画像データの作成処理に
使用されるメモリＭ２(ｍｅｍ＿Ｒｅｆ)の領域を有する
ＲＡＭである。
【００６２】ＶＲＡＭ４４は、ＣＰＵ４１から出力され
たモニタ５表示用の画像データ(ＲＧＢ画像信号)を保持
するとともに、ＣＰＵ４１からの指示に従って、保持し
ているＲＧＢ画像信号をＤ／ＡコンバータＶへ出力す
る。ＣＰＵ４１は、図示せぬＲＯＭ等に格納された制御
プログラムを実行することによって、光源制御部２９，
ＭＩＣ３６，ビデオキャプチャー４２，メモリ部４３及
びＶＲＡＭ４４の動作を制御する。このＣＰＵ４１によ
る処理の流れを、図１７のフローチャートを参照して説
明する。
【００６３】この図１７に示された処理は、光源ユニッ
ト２，ビデオプロセッサ３及びＰＣ４の主電源が夫々投
入されることをトリガに、スタートする。なお、光源ユ
ニット２の電源が投入されると、両光源部２１，２２の
ランプは、夫々点灯する。また、光源制御部２９は、電
源投入後、各モータ２４ａ，２５ａ，２８ａを夫々制御
して各ホイール２４，２５，２８を回転させる。
【００６４】この状態において、内視鏡１の配光レンズ
１１を通して、Ｂ光，Ｇ光，Ｒ光，励起光，及び参照光
が、順次射出される。このため、内視鏡１の挿入部が生
体内に挿入されていると、体腔壁等の被検体は、Ｂ光，
Ｇ光，Ｒ光，励起光，及び参照光により、順次照明され
る。そして、撮像素子１５からは、画像信号が順次出力
され、ビデオプロセッサ３の各メモリ３４Ｒ，３４Ｇ，
３４Ｂ，３４Ｆ，３４Ｒｅｆに、格納される。
【００６５】図１７のフローチャートのスタート後、Ｃ
ＰＵ４１は、光源制御部２９から取得した同期信号を、
ＭＩＣ３６及びスキャンコンバータ３５に夫々与える
（Ｓ１）。ＭＩＣ３６は、この同期信号に基づいて、各
メモリ３４Ｂ，３４Ｇ，３４Ｒ，３４Ｆ，３４Ｒｅｆの
制御端子に対して、順番に制御信号を入力する。この制
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御信号が入力されると、各メモリ３４Ｂ，３４Ｇ，３４
Ｒ，３４Ｆ，３４Ｒｅｆは、その時点で両Ａ／Ｄコンバ
ータ３１，３３のいずれかから出力されているデジタル
画像信号を取り込み、次の制御信号が入力されるまでそ
の画像信号を保持し続ける。従って、Ｂ画像信号はメモ
リ３４Ｂに格納され、Ｇ画像信号はメモリ３４Ｇに格納
され、Ｒ画像信号はメモリ３４Ｒに格納され、Ｆ画像信
号はメモリ３４Ｆに格納され、Ｒｅｆ画像信号はメモリ
３４Ｒｅｆに格納される。
【００６６】このようにして、各メモリ３４Ｂ，３４
Ｇ，３４Ｒ，３４Ｆ，３４Ｒｅｆには、夫々、Ｂ画像信
号，Ｒ画像信号，Ｇ画像信号，Ｆ画像信号，及びＲｅｆ
画像信号が、１画面分記憶される。すると、上記同期信
号を受信しているスキャンコンバータ３５が、各メモリ
３４Ｂ，３４Ｇ，３４Ｒ，３４Ｆ，３４Ｒｅｆから各画
像信号を読み出し、それら相互間の同期をとりつつ、Ｐ
Ｃ４のビデオキャプチャ４２へ送信する。このビデオキ
ャプチャ４２は、受信したＢ画像信号，Ｒ画像信号，Ｇ
画像信号，Ｆ画像信号，及びＲｅｆ画像信号を、夫々、
蓄積する。
【００６７】次に、ＣＰＵ４１は、ビデオキャプチャ４
２を制御して、このビデオキャプチャ４２に蓄積された
デジタル画像信号のうちのＢ画像信号，Ｒ画像信号，及
びＧ画像信号を、順次、メモリ部４３のメモリＭ１に格
納する（Ｓ２）。その結果、メモリＭ１上では、夫々８
ビットの輝度値であるＲ画像信号，Ｇ画像信号，及びＢ
画像信号から各画素が構成される２４ビットＲＧＢ画像
データ（通常画像データ）が、合成される。
【００６８】さらに、ＣＰＵ４１は、ビデオキャプチャ
４２を制御して、このビデオキャプチャ４２に蓄積され
た画像信号のうちのＦ画像信号を、メモリ部４３のメモ
リＭＦに格納する（Ｓ３）。その結果、メモリＭＦ上で
は、８ビットの輝度値であるＦ画像データ（蛍光画像デ
ータ）が、形成される。
【００６９】続いて、ＣＰＵ４１は、ビデオキャプチャ
４２を制御して、このビデオキャプチャ４２に蓄積され
た画像信号のうちのＲｅｆ画像信号を、メモリ部４３の
メモリＭ２に格納する（Ｓ４）。その結果、メモリＭ２
上では、８ビットの輝度値であるＲｅｆ画像データ（参
照画像データ）が、形成される。このメモリＭ２に格納
された画像データは、図１８及び図１９に示されるよう
に、管腔部Ｔａの輝度が低く、腫瘍部位Ｔｃを含む管壁
部Ｔｂの輝度が高いものとなる。
【００７０】次に、ＣＰＵ４１は、メモリＭ２に格納さ
れている画像データの各画素の輝度値を所定の第１閾値
（図１９の破線)と比較して、二値化する(Ｓ５)。即
ち、ＣＰＵ４１は、第１閾値より輝度値が低い画素にお
ける当該輝度値を表す８個のビットを全て“０”に書き
換える。他方、第１閾値以上の輝度値の画素における当
該輝度値を表す８個のビットを全て“１”に書き換え
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る。これによって、図２０及び図２１に示されるよう
に、管腔部Ｔａと管壁部Ｔｂとが区分けされ、管壁部Ｔ
ｂ（異常Ｔｃを含む）に対応する画素が輝度値“１１１
１１１１１”を有するようになる。
【００７１】ところで、メモリＭＦには、図２２に示さ
れるような輝度値（８ビットで表される２進値）の分布
を有するＦ画像データが、格納されている。そこで、Ｃ
ＰＵ４１は、メモリＭ２に格納された各画素の輝度値を
構成する各ビットの値とメモリＭＦに格納された各画素
の輝度値を構成する各ビットの値とについて論理積(Ａ
ＮＤ)演算を行い、その演算結果をメモリＭＦに上書き
する（Ｓ６）。これによって、図２３及び図２４に示さ
れるように、Ｆ画像信号のうち管腔部Ｔａに対応する部
分がマスクされ、残りの管壁部Ｔｂ（腫瘍部位Ｔｃを含
む）に対応する部分のみが元の状態のままとなっている
画像データが、メモリＭＦに残される。なお、図２４に
示されるように、このメモリＭＦに格納された画像デー
タのうち正常な管壁部Ｔｂに対応する部分の輝度値は、
腫瘍部位Ｔｃに対応する部分の輝度値よりも高くなって
いる。
【００７２】次に、ＣＰＵ４１は、メモリＭＦに格納さ
れた画像信号の各画素の輝度値を所定の第２閾値（図２
４に示されるように第１閾値よりも大きい値）と比較し
て、二値化する（Ｓ７）。なお、この図２４のグラフに
おいて、第２閾値以上の領域がα領域であり、第１閾値
以上第２閾値未満の領域がβ領域であり、第１閾値未満
の領域がγ領域である。このＳ７において、ＣＰＵ４１
は、輝度値がβ領域又はγ領域にある画素における当該
輝度値を表す８個のビットを、全て“０”に書き換え
る。他方、輝度値がα領域にある画素における当該輝度
値を表す８個のビットを、全て“１”に書き換える。こ
れによって、腫瘍部位Ｔｃが除かれた正常な管壁部Ｔｂ
のみが抽出され、抽出された当該正常部位のみが輝度値
“１１１１１１１１”を有するようになる。
【００７３】次に、ＣＰＵ４１は、メモリＭ２に格納さ
れた各画素の輝度値を構成する各ビットの値とメモリＭ
Ｆに格納された各画素の輝度値を構成する各ビットの値
とについて排他ＯＲ演算を行い、その演算結果をメモリ
Ｍ２に上書きする（Ｓ８）。これによって、図２５及び
図２６に示されるように、腫瘍部位Ｔｃの形状及び位置
を示す画像データが、メモリＭ２に残される。この時点
で、メモリＭ２に保持された画像データにおける輝度値
“１１１１１１１１”の部分が、特定領域である。
【００７４】続いて、ＣＰＵ４１は、メモリＭ１に格納
されている通常画像データをＶＲＡＭ４４内に格納する
（Ｓ９）。なお、この通常画像データは、ＶＲＡＭ４４
における画面の左半分に対応する領域に、書き込まれ
る。
【００７５】次に、ＣＰＵ４１は、通常画像中に特定領
域が青色でスーパーインポーズされた画像を、生成す
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る。即ち、ＣＰＵ４１は、メモリＭ２に格納されている
画像データ中の輝度値が“１１１１１１１１”である画
素（腫瘍部位Ｔｃを示す画素）をメモリＭ１にマッピン
グし、メモリＭ１上において、マッピングされた画素の
カラーを例えばＢ(青)に設定する（Ｓ１０）。これによ
り、メモリＭ１上では、通常画像データのうちの腫瘍部
位Ｔｃ（異常部位）に対応する領域が青で示された診断
用画像データが、生成される。
【００７６】そして、ＣＰＵ４１は、メモリＭ１に格納
された診断用画像データをＶＲＡＭ４４内に格納する
（Ｓ１１）。なお、この診断用画像データは、ＶＲＡＭ
４４における画面の右側半分に対応する領域に、書き込
まれる。
【００７７】このＶＲＡＭ４４内に、通常画像データ及
び診断用画像データが格納された状態において、ＣＰＵ
４１は、ＶＲＡＭ４４からこれら画像データを取得し
て、Ｄ／ＡコンバータＶへ向けて出力する（Ｓ１２）。
すると、ＶＲＡＭ４４に格納された画像データは、Ｄ／
ＡコンバータＶを経てモニタ５に表示される。
【００７８】図２７は、このモニタ５における表示例を
示す模式図である。この図２７に示されるように、モニ
タ５の左側の表示領域には、通常画像データに基づく通
常画像がカラー表示される。一方、モニタ５の右側の表
示領域には、診断用画像データに基づく蛍光診断用画像
が表示される。この蛍光診断用画像は、通常画像上に特
定領域が青で重ね合わされた画像である。この図２７に
おいて、左側の通常画像中には、腫瘍部位Ｔｃが明瞭に
は表示されていないが、右側の蛍光診断用画像中には、
腫瘍部位Ｔｃが青で着色された状態で、明瞭に表示され
ている。
【００７９】そして、ＣＰＵ４１は、処理をＳ１に戻
し、上記の処理を繰り返す。なお、本実施形態では、Ｖ
ＲＡＭ４４からは、例えば１／３０秒毎に１画面分のＲ
ＧＢ画像データが出力され、このＲＧＢ画像データに基
づく画像がモニタ５に表示される。このため、モニタ５
上には、これら通常画像及び診断用画像が、いずれも動
画として表示される。このため、術者は、内視鏡１を移
動させながら、被検体を広範囲に亘って観察することが
できる。そして、内視鏡１を移動させている間にも、モ
ニタ５には、常に、診断用画像が表示されているので、
術者は、確実かつ容易に腫瘍等の病変の疑いのある部位
を特定することができる。
【００８０】上述のように、本実施形態の光源ユニット
２において、可視光及び励起光は、夫々、両集光レンズ
Ｃ１，Ｃ２により集光された後に、プリズム２６に入射
している。このため、プリズム２６を小型化することが
可能となる。さらに、プリズム２６からライトガイド１
３の基端までの距離を、短くすることができる。従っ
て、光源ユニット２の小型化が可能となる。即ち、本実
施形態の光源ユニット２は、小型でありながらも、診断
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用画像の取得に必要なＢ光，Ｇ光，Ｒ光，励起光，及び
参照光を、繰り返して射出することができる。さらに、
両光源部２１，２２から集光位置までの距離が小さくな
るために、白色光及び励起光の光量の低減を、抑えるこ
とができる。
【００８１】
【発明の効果】以上のように構成された本発明の光源装
置及び電子内視鏡装置によると、可視光及び励起光は、
夫々収束しつつ光結合部に入射する。このため、光結合
部は小型化される。さらに、両光源部から可視光及び励
起光の集光位置までの距離が短くなる。従って、この光
源装置及び電子内視鏡装置は、小型化される。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の一実施形態による電子内視鏡装置の
概略構成図
【図２】  光源ユニットの構成図
【図３】  赤外カットフィルタの分光透過特性を示すグ
ラフ
【図４】  ＲＧＢホイールを示す正面図
【図５】  Ｂフィルタの分光透過特性を示すグラフ
【図６】  Ｇフィルタの分光透過特性を示すグラフ
【図７】  Ｒフィルタの分光透過特性を示すグラフ
【図８】  参照光ホイールを示す正面図
【図９】  参照光フィルタの分光透過特性を示すグラフ
【図１０】  励起光ホイールを示す正面図
【図１１】  励起光フィルタの分光透過特性を示すグラ
フ
【図１２】  光源制御部周辺を示す概略ブロック図
【図１３】  ホイールの動作を示すタイミングチャート
【図１４】  プリズム周辺の構成を示す拡大図
【図１５】  ビデオプロセッサを示す構成図
【図１６】  ＰＣを示す構成図
【図１７】  ＣＰＵによる処理の流れを示すフローチャ
ート *
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*【図１８】  通常観察画像例を示す図
【図１９】  通常観察画像における輝度分布を示すグラ
フ
【図２０】  第１閾値に基づく二値化後の通常観察画像
例を示す図
【図２１】  第１閾値に基づく二値化後の通常観察画像
における輝度分布を示すグラフ
【図２２】  自家蛍光画像における輝度分布を示すグラ
フ
【図２３】  論理積処理後の自家蛍光画像例を示す図
【図２４】  論理積処理後の自家蛍光画像における輝度
分布を示すグラフ
【図２５】  第２閾値に基づく二値化後の自家蛍光画像
例を示す図
【図２６】  第２閾値に基づく二値化後の自家蛍光画像
における輝度分布を示すグラフ
【図２７】  モニタ上に表示される画面例を示す図
【図２８】  従来の光源ユニットを示す構成図
【符号の説明】
１      電子内視鏡
１１    配光レンズ
１２    対物レンズ
１３    ライトガイド
１４    励起光カットフィルタ
１５    撮像素子
２      光源ユニット
２１    白色光源部
２２    励起光源部
Ｃ１，Ｃ２  集光レンズ
２４    ＲＧＢ回転ホイール
２５    参照光ホイール
２６    プリズム
２８    励起光ホイール
２９    光源制御部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１１】
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【図１０】 【図１２】

【図１３】

【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図２５】
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【図１４】

【図１５】 【図１９】

【図２０】

【図２１】 【図２２】

【図２３】
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【図２４】 【図２６】

【図２７】
【図２８】
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一种紧凑的，但可喷射源装置可见光和激励光，电子内窥镜装置，其包
括设置单元的光源。 一从白色光源单元21发射的光被通过聚光透镜C1，
B光被变换G光和R光，以及参考光，入射到棱镜26被冷凝发射为会聚
光。来自泵浦光源单元22发射的光被通过聚光透镜C2，激发光，其中被
提取出来并进入棱镜26被冷凝发射为会聚光。棱镜26，反过来，B光，
通过发射G光，R光和反射所述激发光并透射参考光。顺序发射B光从棱
镜26，G光，R光，激发光，参照光入射到光导13。
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